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はじめに

編集部から私に与えられた課題は、当協議会設

立の１９７４年から今年度の１９８９年まで１５年間の

活動軌跡を描いて、主な事業の由来や活動の経過

を会員に知ってもらうこと、である。そこで、心

許無いながら私の個人的解釈も含めてまとめてみ

ました。

１５年間を振り返ってみると、その時々の活動の

傾向によって大きく４期に分けられると考えまし

た。それをＩ「設立から活動開始」、ｎ［活動の

充実と拡大」、ｍ「事業完成と組織の整備」、

［Ｖ「定着と新しい展開」と特徴付けてみました。

一つの協議会小史として参考になれば幸いです。

なお、この記念号では「協議会１５年表」、「歴

代役員名簿」、各事業部の「あゆみ」等に詳しい

事実経過がまとめられています。それらも参考に

して、私の不足分を補って頂きたいと思います。

Ｉ 設立から活動開始

１９７４年８月の準備段階から１１月の設立総会を

経て、第一回幹事病院連絡会を開いた１９７８年頃

までがこの時期である。

大阪、京都の病院図書室担当者５名が１９７４年

夏の８月２４日、大阪の梅田に集まった。そして当

時孤立していた病院図書館員が「司書としての資

質向上と病院図書室の充実をめざして、病院図書

室間の連絡を密にし文献交換や担当者の研修の場

を作ろうという呼びかけ」をすることになった。

このうち、３名が発起人となり団体結成の意義や

方法を検討するなかで、まず京阪地区の１００床以

上の病院にアンケート調査をして当時の状況と意

向を把握することにした。

秋にはアンケートを実施し、その結果からは病

院図書室の全般的低調さと格差が明るみになり、

病院図書室の結びつきと協力の必要性が認識され

た。１１月１６日に星ケ丘厚生年金病院で２２病院の参

加のもと設立総会が開催された。ここに会則が定

められ、初代役員が選出されて「近畿病院図書室

協議会」が機関加盟の団体としてスタートした。

初代会長には中島佐一：星ケ丘厚生年金病院院長、

事務局長には川原佳子（ 現首藤佳子 ）：同院司書

が当たった。

ちなみにこの発起人は現在も活躍されている首

藤佳子（ 星ケ丘厚生年金病院 ）、山室真知子（ 京

都南病院 ）、重富久代（ 京都市立病院）の３氏で

ある。

’７５年に入り、諸事業が開始され、研修会と会

報は毎月開催、発行された。また文献相互貸借が

急務であったことから現行版ながら『 医療関係雑

誌所在目録１９７５ 』が１０月には作成されている。

そのほか利用者の意識や要求をより詳しく把握す

るために「利用者ニード調査」を実施した。

地区医学図書館との交流も設立時から活発で会

設立における助言、研修会の講師、会員への文献

提供など多大な理解と援助を得た。

近畿地区医学図書館協議会の例会へもこの年か

ら既にオブザーバーとして出席している。

吉本瑞応氏（ 奈良県立医科大学附属図書館 ）、

田中久文氏（ 大阪大学附属図書館中之島分館 ）、

古原雅夫氏（ 京都大学医学図書館 ）、江崎正氏

（ 神戸大学附属図書館医学部分館 ）には特にお世

話になった。

この間に会員数は二府以外からも参加があり３５

機関になった。年会費は当初２，０００円に設定され

たため財政的な逼迫が慢性的となり、昭和５１年度

から昭和５３年度にかけ４，０００円、５，０００円、７，０００

円と徐々に値上された。事業を財政が後追いする

程の熱気溢れる初期の活動ぶりがうかがえる。
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’７６年には、会報を増頁して隔月刊とし、研修

会は年４回の開催になり定着していった。またそ

の中から、パンフレットとしてまとめた『 医学研

究と文献探索 一 方法と実際 － 』（ 講演：吉本

瑞応 ）を発行して知識の普及を図った。この年か

ら文献相互利用の統計調査も開始され、今日も年

次統計調査の中で継続されている。

後に会員委託の形になる事業もこの年から始ま

り、ＢＬＬＤクーポンの共同購入と「相互貸借往

復ハガキ」、「逐次刊行物受入シート」の一括作

成と頒布が開始された。この頃の研修会テーマは

実務を中心にして、各病院図書室の業務の標準化

を意図していた。特に相貸ハガキについてはＪＭ

ＬＡの了解を得て形式を踏襲し、その加盟館への

申込みに便宜を図った。

組織活動としては、滋賀県と神戸市において病

院図書室の懇談会が開催され、交流の促進がなさ

れた。また、この年３月６日に発足した関東地区

を中心とする病院図書室研究会との交流では、役

員間での意見交換を行ない協力や共同事業の可能

性を話合った。

’７７年に入り、昭和５２年度からは会長は笹井外

喜雄：京都南病院院長、事務局長は山室真知子：

同院司書に交替した。新たな事業として、会員図

書室の雑誌欠号補充に役立てる目的で「重複雑誌

目録」の作成が加わった。これは継続事業として

現在も毎年作成し、会員に配布している。

研修会ではパネル・ディスカッションを企画し、

病院図書室の問題や可能性を掘り下げて考えてみ

た。実務を学ぶだけに留まらない、こうした研究

的傾向は３月の研修会における第一回事例報告会

をはじめ、日本病院学会や京都病院学会での学会

発表ともなって現われた。

また、機関加盟の団体ではあるものの運営の主

体は図書室担当者であることから、・７８年５月に

第一回、１１月には第二回幹事病院連絡会を開いた。

ここで病院管理者が担当者と共に協議会運営や病

院図書室について検討することになった。なお、

この年の昭和５３年度から会長は京都南病院の小河

一夫院長に交替した。

以上、会の設立から事業の開始、研究的活動、

組織運営の強化など一通り経過したこの期間を第
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Ｉ期 とし よ う。

ｎ 活動の充実と拡大

会員の地域枠と病院枠を外した１９７８、１９７９

年頃からＪＭＬＡ加入問題を経て、中国・四国地

区病院図書室研修会を開催した１９８２年までが第

ｎ期といえよう。この頃から対外活動に積極的な

取組みが始まった。また、病院内における図書室

の地位確立とより広範な協力活動に動き始めた。

財政の面では昭和５４年度から会費は１万円になり、

入会時に配布する資料や手続きに要する費用のた

めに入会金制度を設けた。

’７９年２月の近畿地区医学図書館協議会と当会

との初めての懇談会、４月の滋賀県医師会、滋賀

医科大学図書館との懇談会はその端緒である。さ

らに地区医図協の第一回実務担当者会議にも２名

参加し今日まで続いている。この頃に近畿地区外

から、また医療関連教育機関からも入会の意向が

あった。会員構成については組織の活動基盤や責

任能力の面から慎重な意見もあった。しかし病院

や医療関連教育機関の図書室としては当会が我国

における唯一の機関加盟の団体であったことから、

事情を考慮して迎え入れることにした。

日本病院会の第一回全国図書室研究会は前年に

東京で開催されたが、この年は関西での開催が予

定された。日本病院会から当会へ開催について企

画から準備、運営への協力要請があり、西日本で

開かれる意義からもこれを受けた。形式上は共催

として当会の研修会も兼ね、その後ＱＯ年からは隔

年に要請を受け現在に至っている。８月の２日間

に渡る大阪市での研究会には約７Ｑ名の参加者があ

り、全国の病院図書室関係者、特に関東地区の病

院図書室研究会の会員と交流できた意義は深い。

会報発行、研修会開催、統計調査などの継続事

業の他に、前年から着手した雑誌総合目録の作成

作業も同時に進行していた。また、会員の学会活

動も新たに日本社会保険医学会が加わり、雑誌

『 病院』３８巻～４０巻へは論文、連載記事の執筆が

あるなど活躍は目覚ましい。

’８０年には記事構成に問題の出てきた「会報」

を主に案内と報告を担う機関紙的役割に限定して、

新たに会誌『 病院図書室 』を発行することになっ



た。これは当時の小河会長の発刊の言葉によれば、

「協議会の力だけではいかんともしがたい多くの

問題を、さらに論議を深め、関係者の関心と交流

を強めんとして」刊行されたのである。

昭和５５年度から会長は菊池二郎：大阪回生病院

院長に、事務局長は加島民子：同院司書にそれぞ

れ交替した。この時会員数はちょうど５０機関にな

っていた。

この年は日本医学図書館協会（ ＪＭＬＡ ）への

加入問題が最重要課題となって１年間を費やした。

発端はＪＭＬＡの前年の第５１回総会において「病

院図書室を含むネットワークの形成を推進する」

ことが絶対多数をもって決議されたことから始ま

る。これを受け、７月に国立大阪病院において近

畿地区医図協と当会との第２回懇談会が開かれ地

区レベルでの検討がなされた。問題の重要性から

医学図書館側からは役員 等７名、当会からも２２名の

病院管理者、担当者が出席する大規模なものであ

った。

この問題はその後の幹事会で検討を重ねた結果、

ＪＭＬＡへ当会が団体加入するという方針で取組

むヽことにした。しかしさらに慎重な検討を要する

ため会長委嘱の特別委員会を設置し、９月「ネッ

トワークに関する専門委員会」として発足した。

そのメンバーは管理者の立場から小河一夫（ 京都

南病院院長 ）、杉本顕俊（ 住友病院医学図書部長 ）、

辻本兵博（ 星ケ丘厚生年金病院医学資料室長 ）、

本多光弥（ 大阪回生病院図書委員 ）の４氏。担当

者の立場から加島民子（ 大阪回生病院 ）、首藤佳

子（ 星ケ丘厚生年金病院 ）、山室真知子（ 京都南

病院 ）と小田中徹也（ 国立京都病院 ）の４氏、合

計８名で構成された。そこでは「団体加入」とい

う概念と形態について、また加入後の当会あるい

は個々の会員の責務や権利、特に会費について、

ＪＭＬＡと当協議会活動との関係についてなど論

議は白熱した。結局、ＪＭＬＡの医学情報量と活

動実績は情報流通網のシステム化をめざす当会の

目的に必要不可欠として入会すべきとする見解に

落ち着いた。ただし各会員の「加入」についての

意向を会費額も含めてアンケートによって把握し

ていくことにした。また「加入」ではなく協力提

携関係の「協定」の形を主張する意見もあったこ

とを付記しておく。

’８１年に入り、２月に再び当委員会会議がもた

れ、ＪＭＬＡ制度委員会の「団体会員に関する細

則（案）」が検討された。ここでは特に入会手続き

と会費額について、また先のアンケートによって

明らかとなった加入に不参加の会員への当会の対

応について意見が別れた。３月１３日には県立奈良

医科大学においてＪＭＬＡ ｒ病院図書室に関する

構成検討委員会」と当会「ネットワークに関する

専門委員会」との懇談会が開かれた。そこで提示

された会費額の根拠や事業参加の義務について質

疑し、また当会の事情や意向を説明し了解を得た。

この後、幹事会、幹事病院連絡会で審議された

結果、「当会は日本医学図書館協会に団体加盟す

ることを要望し、加盟に際しては全会員の事業参

加を原則とする」 ものの、事業参加を保留する会

員も協議会内では区別や格差のない体制をとるこ

とにした。３月２８日の総会においてこれが可決さ

れ、ＪＭＬＡへ入会の「要望書」を提出すること

になった。

この年度の事業では『 医学雑誌総合目録（ 欧文

編 ）』の作成作業がほぼ完成し、印刷に出すまで

になったことが特筆される。会員の奉仕的作業に

よって永年の努力がようやく実を結んだ総合目録

は、図書館協力活動の象徴としても重要である。

研修会ではレファレンス関係が多くなったが、会

報では新機軸をうち出せなかった。

その他に、組織運営上の大きな問題が残ってい

た。それは前年の幹事病院連絡会に問題化され懸

案となっていた会長選出法、幹事の概念、幹事病

院連絡会の会則上の位置づけである。当時の会則

における役員の規定では「会長は事務局長の所属

する病院の病院長とする」とあり、これは不自然

と指摘された。また幹事とは個人か病院機関かの

解釈、会則に規定されていない幹事病院連絡会の

役割や権限について問題になっていた。これらの

点を整理し会則を改訂していく必要があったが、

前述のＪＭＬＡ加盟問題との絡みから会則改訂は

次年度に持ちこすことになった。

６月末になって『 医学雑誌総合目録（ 欧文編 ）』

が発行され、８月からは引き続き（ 和文編 ）の作

成作業に着手した。編集責任者は小田中から湯浅
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伸一（ 行岡保健衛生学園 ）氏に交替した。図書館

協力における総合目録の意義については既に折り

にふれ述べられているので、ここでは省略する。

なお、この目録の紹介が図書館関係の幾つかの雑

誌に掲載され、また病院所蔵資料の比較検討や分

析が日本病院学会や京都病院学会で発表された。

’８２年に入ってからもう一つの大きな事業を始

めた。それは病院図書室マニュアルの作成であり、

後に『 医学資料の整理と利用 一 病院図書室マニ

ュアル ー 』トシマ参考図書１９８４として出版さ

れた。

当時、協議会活動の「８年間の経過の中で、病

院図書室の基本的な役割と機能について、またそ

の規模や満たすべき条件については統一的な共通

の認識を持てない」状態であった。そこでこの間

の「知識と経験を整合し、不足するものは補って、

病院図書室のスタンダードを実務に即してまとめ

てみる時期にある」との認識が生まれた。幸いこ

の頃、京都のトシマ参考図書から病院図書室に関

する出版物を出したいと話があった。幹事会では

これを事業として取組み、編集、執筆に当たるこ

とにして、まず４名の編集委員を決めた。

継続事業の中ではこの年度から、既に行なって

いた文献相互貸借調査も含め病院図書室全般に関

する第一回年次統計調査が開始された。会員図書

室の現状把握や相互協力のための基礎資料として

協議会活動に役立てることを目的としていた。な

お、会員個々のデータはもちろん集計結果も当初

は公表しないことにしていた。

さて、前年に総力をあげて取組んできたＪＭＬ

Ａへの加盟問題について、４月に「要望書」を提

出したその後の結末を見てみよう。先のＪＭＬＡ

制度委員会の「団体会員に関する細則案」は ’８１

年になって同理事会では承認されなかった。また

評議員会では保留となり、結局１０月の総会へは上

程されず継続審議の形となった。その後、この

「要望書」についてのＪＭＬＡからの回答はない。

この結果に至った理由を要約してみると、当時

ＪＭＬＡ内には次のような反対意見があり、ネッ

トワーク形成の統一された認識には至っていなか

った。「①病院を含むネットワークを形成するに

当たり、病院図書室をＪＭＬＡの組織に加盟させ

ていくという手段に対する疑問、②制度委員会案

は現行では近畿病院図書室協議会のみに対応し、

他地区に適応しない、③ＪＭＬＡの互恵互助的精

神を貫くのか、我国の医学・医療情報流通におけ

る積極的な担い手となるかの岐路であり慎重を要

する。」

このようにＪＭＬＡ加盟問題は具体的な成果を

得られなかったが、ネットワーク形成の機運は高

まった。雑誌『 医学図書館 』２８巻３号では病院図

書室を特集して、当会からもネットワーク専門委

員の２名が投稿した。また、当会としてはＪＭＬ

Ａの動きを注目しつつも、病院図書室の基盤強化

が重要であることを肝に銘じた。いずれにしても、

この経験は病院図書室が後にＪＭＬＡとのネット

ワークを考えていく上で大きな教訓となった。

基盤強化の一環として、中国・四国地区病院図

書室研修会の開催を企画し、同地区の医学図書館

にも協力をお願いした。また病院図書室研究会と

は ’８２年２月に名古屋市で懇談会を持った。ネッ

トワーク問題や協力事業のあり方について双方の

間に考えの一致する点もあったが、機関会員制と

個人会員制という組織上の相違が事業の具体化に

は大きな壁となった。

またこの時、病院図書室研究会からは日本病院

会の全国図書室研究会の開催協力について提言が

あった。当会としては、関西地区での開催につい

ては日本病院会から要望があれば、当会の事業活

動と調整しながら共催として出来るだけ協力して

いくことにした。

昭和５７年度になると、会長は西川光夫：住友病

院院長、事務局長は松本純子：同院司書にそれぞ

れ交替した。その月の２４日には岡山大学医学図書

館において「中国・四国地区病院図書室研修会」

を開催し、約５０名の参加者が集まった。これは同

地区の病院図書室相互の交流と当会との連携を目

的とし、ＪＭＬＡ中国・四国部会の後援で実現し

た。当会が初めて近畿の外で開催したこの研修会

は、当地の関係者にとっても初めての経験で、そ

の後の進展が期待された。

８月、大阪市での日本病院会の「全国図書室研

究会」には前回（７９年 ）と同様に共催として協力

した。８０名近くの参加者を得て盛会となり、二日
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目のパネル・ディスカッションでは「卒後教育に

果たす病院図書室の役割」と題して病院図書室の

新しい側面を探った。また、両会合では当会の活

動内容をまとめたパンフレット「入会のしおり」

を作成し配布して、広く普及を図った。

地区を越えて、あるいは全国規模の研修会や研

究会活動を行なう一方、総合目録の和文編や病院

図書室マニュアルなどの制作事業も同時に取組ん

でいた。また、協議会が所蔵する資料の整理も急

がれていた。このように大きな行事や事業を多く

抱え込んだ結果、役員や関係者の負担が重なり作

業進行は遅れがちになっていった。

こうして活動の範囲は拡大し、事業の充実と大

型化に向かった第Ｈ期は終わり、翌年に節目の発

足１０周年を迎える。

Ⅲ 事業完成と組織の整備

１９８３年の１０周年関連事業、運営体制の部局化

や会則改訂などの組織の整備を経て、会長と事務

局長の所属病院が異なる現体制になった年度の

１９８５年までを第Ⅲ期とする。全般的にみて前期

の「拡大」にたいして、この期は「収拾」の時代

であった。なお、’８３年からは日本図書館協会の

『図書館年鑑 』に当協議会の年間活動が紹介され、

図書館界でも注目されるようになった。

’８３年の４月、会長が菅原努：国立京都病院院

長、事務局長には小田中徹也：同院司書に交替す

ると、先ず事務局を強化した。既に述べたように

この頃協議会の規模や活動が拡大して事務局には

大きな負担がかかっていた。そこで新たに総務担

当の幹事を設け、会計、事務局長と共に事務局と

して協議会の運営を担当することになった。

また懸案となっていた会長選出法や幹事病院連

絡会についての会則改訂も行ない、次年度から適

用された。それは現会則に示されているが、簡単

に説明しておこう。会長の選出については、まず

会則第７条（ 役員 ）の規定で、会長、事務局長、

幹事、監査の役員をおくことにした。そして前２

者の選出については特に「会長、事務局長は役員

会で選出し、総会において会員の承認を得なけれ

ばならない。」と明記した。それまで事務局長は

幹事会の互選で選ばれていたが、ここで幹事の中

からではなく役員会で選出されて出ることになっ

た。

幹事病院連絡会については、第８条（ 会議 ）の

中で「２． 役員会：役員病院の管理者および図書

室担当者で組織し、会の主要事項を審議する。

３． 幹事会：幹事病院の図書室担当者と事務局長

で組織し、会の運営に当たる。」と規定した。こ

のように幹事病院連絡会を役員会に改称し、幹事

会と共にその構成や役割を明確にした。

次に創立１０周年記念として記念事業を企画する

と共に、数年がかりの事業も含め次の項目を記念

関連事業としてこの年度内の完成をめざした。そ

れは、 剛 「病院図書室マニュアル」の編集・

執筆、 （２） 医学雑誌総合目録（ 和文編 ）の発行、

（３） 協議会所蔵目録の作成、 （４） 会報記念特集

号の発行、 （５） 協議会年表の作成、 （６）会員

名簿の改訂である。

この他に、研修会の内容がやや高度化、専門化

の傾向にあったことから、教育的活動の一貫とし

て図書室実務の研修病院を設けることにした。京

都南病院、国立大阪病院、住友病院、社保神戸中

央病院、社保広島市民病院の５病院に委託して、

希望する主に新人担当者に研修の場を造った。研

修内容については翌年「図書室実務研修病院の研

修要項」を定め、会員としての基本線を示した。

’８４年の春になると１０周年関連の事業が次々と

完成し、長らく携わった関係者は喜びと共に一息

ついた。先ず第１０回総会が開催された３月２４日、

京都市の東山会館において記念式典を挙行した。

来賓のＪＭＬＡ評議員、理事、病院図書室研究会

役員の方々からは祝辞を頂き、記念講演では樺島

忠夫教授（ 大阪府立大学総合科学部 ）に「情報時

代と日本語」と題してお話頂いた。その後の祝賀

会では協議会活動に尽力された小河一夫京都南病

院長や辻本兵博愛染橋病院長から挨拶があり、出

席者は共にｌＯ周年を祝いあった。なお、この記念

事業では会内外から寄付金や祝金を頂き、式典、

関連事業の諸経費の他、協議会の録音機購入費に

充てたことは忘れがたい。

『 医学雑誌総合目録（ 和文編 ）１９８４ 』は昭和

５６年から作業を開始した事業であったが、この３

月末に発行され、次年度に入って会員に配布され
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た。また・８１年に発行した（ 欧文編 ）と同様、関

係各機関に寄贈した。ここに雑誌総合目録の欧文、

和文両編が揃い、会員の文献相互利用の基礎が１０

年目に完成した。

この目録作成ではコンピュータ処理によって編

集したことが大きな特徴である。それについては

大阪大学中之島図書館の中嶋聞多氏と大阪回生病

院電算課には、システム設計やプログラム作成の

上で多大な援助を受けた。データ入力は１８名の会

員担当者が携わった。特に加島民子氏には大阪回

生病院が舞台になったことからも尽力があった。

この時のコンピュータ化の結果、その後の目録作

成が容易かつ多様になった。

４月になると会長は安冨徹：国立京都病院院長

に交替し、 ’Ｑ９年初頭からの努力がようやく実を

結び１０周年関連事業を終えた。『 医学資料の整理

と利用 一 病院図書室マニュアル ー 』がトシマ

参考図書から出版されるまでには多くの試行錯誤

があった。当時、慶応義塾大学教授であった津田

良成先生の監修を受け、暖かい指導を得てなんと

か世に送ることが出来た。発行後、関係誌の書評

でも好評を得、また多くの病院図書室関係者には

実務の参考にされていると聞く。ちなみに編集委

員は首藤佳子、浜口恵子、安達貴美子の諸氏と編

集責任にあたった小田中である。また、執筆は首

藤佳子、湯浅伸一、浜口恵子、松本純子、山室真

知子、加島民子、林伴子、重富久代の各氏が担当

した。

前年度総会の会則改訂に基づき協議会の運営組

織の再編と事業分担の明確化を図り、現在の形に

なったのもこの年である。すなわち決定・審議機

関としての総会と役員会。運営・執行機関として

の事務局と幹事会。事務局には事務局長、総務、

会計を配置し、幹事会の下に会誌会報編集部、研

修部、統計調査部を配置した。また会員委託とし

て各サービス・センターを規定した。この時新し

く、主要継続事業を各事業部制にして部長を置き

責任を明確にすると共に、幹事以外の会員にも事

業部員として事業活動に参加してもらうことを図

った。また特色あるサービス活動や技術を持つ会

員には委託の形で「サービス・センター」として

協力をお願いした。

継続事業の中では、この年も日本病院会の全国

図書室研究会を引き受け９月に大阪電信電話会館

で７４名の参加者を得て開催した。テーマを「病院

図書室の管理と運営」として、シンポジウムでは

図書委員会、事例報告で広報活動を話題にし、各

種図書館からはその利用法などを聞いた。またこ

の回からは定例の研修会と調整しながら、研修部

が中心となって企画、準備、運営に当たった。同

じく、会誌『 病院図書室』と会報はこの年に国際

標準逐次刊行物登録がなされ、ＩＳＳＮ番号が付

与された。

’８５年４月からは会長に星ケ丘厚生年金病院の

梅垣健三院長が就任し、事務局長には小田中徹也

：国立京都病院司書が再選された。前年度に発足

した役員会において、初めて異なる所属機関から

会長と事務局長が選出された。その後今日までこ

の体制が続いている。

７月になって、１０周年関連事業として作成を予

定していた『 近畿病院図書室協議会 所蔵資料目

録１９８５ 』を１年遅れで発行した。会員の共同利

用を目的として購入した資料、寄贈や交換によっ

て得た資料は既に相当の量になり、内容に応じ数

会員に分散して所蔵されていた。会員がこれらの

資料を利用する便宜からその内容と所在を明らか

にした。なお、所蔵の中心となる「協議会資料セ

ンター」は ’８８年都合により行岡保健衛生学園か

ら国立京都病院へ移動することになった。

継続事業では反省や見直しを図り、特に会報と

会誌の慢性的発行遅れについては編集体制を建て

直して正常化に持ちこんだ。また年次統計調査の

集計結果については会員の要望もあり公表するこ

とになった。さらに「重複雑誌目録」の活用につ

いても会員ヘアンケートを取った結果、約９割は

有益との回答があり意義が確認された。

こうして数年に渡って取り組 んできた諸事業

を完成させ、運営組織を整備した第Ⅲ期が終わり、

活動が定着した現体制の第ＩＶ期を迎える。

［Ｖ 定着から新しい展開

１９８６年の総合目録（ 欧文編 ）の改訂版と年次

統計のコンピュータ処理、翌年の分掌規定作成を

経て、１９８８年、８９年の新しいネットワーキング
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の動きまでを第ＩＶ期とする。この期では今日の課

題や展望も併せて考え、それにも少し触れてみた

い。

’８６年になって会費が７年振りに値上げされて

１．５万円になった。この時は初期のように毎年の

小刻みな値上げではなく、長期的な見地から一気

に５割上げた。既に活動範囲が広がり事業が増加

していた協議会活動は、財政的な面では多分に幹

事をはじめ会員担当者の奉仕的働きに負うところ

があった。しかし継続事業の維持や新しい企画に

はこうした状態を改善する必要があった。これに

ついては病院の理解も得ることが出来て総会で承

認された。

「全国図書室研究会」はこの年にも日本病院会

から開催協力の要望があった。９月、京都市で開

かれたこの研究会ではテーマを「図書館の相互協

力」として、改めてネットワークを問い直した。

病院図書室の外に目を向け、専門図書館、公共図

書館、大学図書館など様々な協力網の実態を探っ

た。病院図書室の組織化についても考え、図書館

情報大学の松村多美子教授からはアメリカの実情

を紹介され多くの示唆を受けた。参加者は７０名あ

ったが、当会会員からは２６名で特に一般会員の低

参加率が問題として残った。

雑誌総合目録（ 欧文編 ）は ’８１年に初版を発行

したが、その後会員の所蔵内容に変遷があり改訂

への要望は強まっていた。そこで８５年にこれの改

訂版を発行することになり、前年発行の「和文編」

編集で開発したコンピュータ・システムを応用す

ることになった。目録作成については既に経験が

集積されていたため、編集委員には委員長の加島

民子の他、石川尚子、下浦敦子の３氏が当たった。

さらにデータ入力を外注にしたため時間と労力は

大幅に縮小され、会員へはそれまでの総合目録と

同一の価格（ １部５．０００円 ）で頒布した。発行は

’８７年３月になったが、約２年間で完成できたの

はコンピュータ化の成功を物語っている。

年次統計の集計についても、この年から同じく

コンピュータ処理を導入した。これにより作業能

率は高まり、またデータ管理も継続していくこと

にした。統計調査部では同時に会員データも入力

したので、毎年の会員名簿の改訂作業が容易にな

つた。このようにコンピュータ化は能率化、合理

化をもたらした。しかしそこに止まらずここから

新しい情報を産み出し、会員に還元していくこと

が今後の課題である。それは次の段階のネットワ

ーク活動に入るための一つの重要な条件だろう。

’８７年からは事務局と各事業部の業務内容を本

格的に点検して整理し、業務分掌規定としてまと

めた。 ’８４年に事務局と事業部制を敷いて以来、

それぞれの業務は増加し個別的になっていった。

そこで会員への周知、部局間の疎通、業務の一貫

性などを目的に『 各部業務分掌規定及び会員委託

サービスセンター利用規定１９８８ 』を作成し、翌

年発行した。ここには各サービスセンターの案内

や、役員用には附録として公文書一覧と文例も付

けた。

特にサービスセンターについては次にまとめて

紹介する。①規格用紙サービスセンター（ 京都南

病院 ） ②コンピュータ・ファイル管理センター

（ 大阪回生病院 ） ③協議会資料センター（ 行岡

保健衛生学園、 ’８８年から国立京都病院 ） ④Ｂ

ＬＬＤセンター（ 星ケ丘厚生年金病院 ） ⑤総合

目録調査センター（ 洋書単行書部門：住友病院 ／

学術雑誌部門：京都南病院 ） ⑥図書室実務研修

病院（ ’８３年に５病院名既出 ）。現在はこの６種

類であるが、今後も特色あるサービスや技術を持

つ会員には協議会活動にそれを活かしてもらい、

多様で豊かな機能が各図書室のサービス活動に繋

がるようなネットワークにしていきたい。

会員の所蔵資料や統計データのコンピュータ管

理、協議会の運営業務マニュアル化は事業活動が

定着した象徴といえよう。一方、地域における当

協議会の一層の普及と基盤強化にも目を向けた。

そこで未加入の総合病院９０機関（ ３００床以上 ）へ

積極的に案内と入会を要請した結果、４機関の入

会があった。

こうして協議会活動が定着し普及していく中で、

ネットワークについて再考し多面的に考えていこ

うとする意識が生まれた。その理由として、各分

野での新しいネットワーク概念、コンピュータの

圧倒的普及、ＪＭＬＡの病院図書室ネットワーク

化の新動向、所蔵資料の保存と利用の形態的飛躍、

などがあった。そこで７月「ネットワーク研究班」
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が発足し、班員４名がそれぞれ次のテーマを受け

持ってスタートした。（１）コンピュータ利用（ 山

室真知子 ） （２）資料の共同分担保存（ 重富久代 ）

（３）病院図書室群の組織化（ 首藤佳子 ） （４）ネ

ットワーキング論（ 小田中徹也 ）。各班員はそれ

ぞれ協力者を得て研究調査活動をすすめていくこ

とにした。これまでに協議会の事業、報告会など

で断片的に成果は出されたが、まとめの中間報告

には至っていない。

・８８年に入ると、医学情報分野の図書館ネット

ワーク化に新しい動きが現われてきた。ＪＭＬＡ

はそれまでに病院図書室検討委員会を中心に病院

図書室とのネットワーク化を検討していた。そし

て前年には「病院図書室とのネットワーク形成の

方針」を第５８回総会で決議した。今回のネットワ

ーク形成は「入会加盟」を意味せず、ＪＭＬＡの

全国８地区を中心とする「病院図書室に対する継

続的な協力支援体制を形成維持する」ことにあっ

た。この方針に基づき春には関東地区において

「関東地区医療情報ネットワーク化委員会」が発

足していた。

近畿地区においても１２月に近畿地区医学図書館

協議会と当会とにおいて懇談会を開き、全般的な

意見交換や具体的な協力事業の実現に向け交流を

深めていくことになった。その場として両者間に

「連絡委員会」を設けることにし、約半年間にわ

たり交渉を重ねた。結局、この「連絡委員会」の

性格について見解が一致せず、その設置を辞退す

る結末となった。当会としては今回のＪＭＬＡの

方針を歓迎し期待を抱いていたが、ネットワーク

の基本的な考え方には隔たりがあった。

一方、これとは別に主に東日本において県単位

で医療情報のネットワーク活動が生まれてきた。

具体的にいえば、北海道病院ライブラリー研究会、

新潟県病院図書室研究会、栃木県医療情報ネット

ワーク協議会、静岡県医療機関図書室ネットワー

クである。それぞれ組織や活動の形態に異同はあ

るが、この地域で病院図書室がようやく独自のネ

ットワーク活動を始めた点で注目された。

さて、この年の継続事業の中では９月の研修会

を日本病院会の「全国図書室研究会」と共催で開

催した。テーマを「病院におけるライブラリアン

－１５

シップ」とし、事前に当会と病院図書室研究会の

会員’にこれについてアンケート調査をして準備し

た。Ｔ参加者はこれまでより少なく５６名で、当会会

員四参加は今回も定例研修会より少なかった。全

国規模の研究会を関西地区で開催出来ること、定

例の研修会では企画しにくいプログラムの組立て

など共催の意義は深いが、今後はその在り方も含

め再考の余地があると考える。

’８９年については当協議会の組織基盤と、１０月

の「名古屋研修会」の開催を中心に述べて１５年間

のあゆみに区切りをつける。［ 図 ］に示したよう

に、”７４年の設立時に２２機関から始まった当会は

’８９年現在７１機関の会員を数える組織に成長した。

また事業活動も予算額の推移でわかるように、会

員数と同じく直線的な増加で拡大してきた。

そうした中で会員の地域範囲は広がり近畿地区

外の、神奈川、石川、岐阜、愛知、島根、広島、

愛媛、高知、福岡からの合計１１機関を含む組織に

なった。さらに当会は病院図書室のネットワーク

であるが医療教育関係からも７機関が会員となっ

ている。出発は近畿地区の病院の図書室向上を目

的とし、その後の活動の中心もそこに置いてきた。

近畿地区外の会員については常に関心を持ってい

たが、具体的な特別の事業は ’８２年の「中国・四

国地区病院図書室研修会」のみであった。この時

はこの地域の病院図書室が主体的にネットワーク

をつくる導火線の役割を果たしたいと考えていた。

春、東海地区の会員から強い要望が出た。それ

は当協議会名から「近畿」を外し会員構成に即し

た改称と、これまでの実績を活かし他地区におけ

るネットワーク化への積極的な支援活動の２点で

ある。これは当協議会の組織や活動の根本に関わ

る重要な問題提起として幹事会でも協議を重ねた。

その結果、名称変更については更に検討を要する

にしても会員のこうした要望は真摯に受け止める

べきとした。その意に沿うために東海地区で研修

会を開き、この地域の多くの病院図書室に先ず交

流の機会を設けることになった。

１０月１４日、名古屋第一赤十字病院で開催した

「名古屋研修会」には予想を上回る５４名の参加者

があった。会員以外からも３３名の参加があり、懇

親会での盛り上がりも含め当初の目的は達成され
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た。この研修会の成功をこれで終わりとせず、さ

らに発展させネットワーク形成へと進むことを期

待したい。それはこの地域の病院図書室の意欲と、

これからの当会の活動理念に懸っていると思われ

る。

以上で第［Ｖ期を終える。梅垣現会長にぼ８５年か

ら’８９年まで５年間、会長として会のために尽くし

て頂いた。また事務局長として私、小田中力砲３年

から７年間務めさせて頂いた。

あとがき

この１５年の間に医学の分野で登場したＣＴと

ＡＩＤＳは世界的な規模で変革と波紋を投げかけ、

社会的にも大きな影響を及ぼした。これと同様の

ことが図書館の世界では情報の機械検索に当ては

まるだろう。特に病院図書室のように小規模な図

書館においては、９０年代の一層のコンピュータ化

かその様相を一変させつつある。

この「あゆみ」では広く社会や医療と関係づけ

て述べる方法は取らず、一種のミクロ的世界を描

いた。 ”神は細部に宿り給う”とすれば、病院図

書室の協力活動のような小世界も医療の中で大き

な価値を持つと信じている。新しい関係の形を示

唆するネットワークの実践はその一例と考えられ

ないだろうか。

１５年間の協議会活動では、個々の運営や事業に

おいて反省し、改良すべき点は数多くあった。そ

れらには敢えて言及せず、主要な成果と重要な経緯

を中心に平易に述べようと務めた。「はじめに」

でお断りした私の個人的解釈や考えは、特に第Ⅳ

期での課題や展望において顕著である。資料は主

に当協議会の会報に拠り、当時の肩書きや所属を

用いた。またことわりの無い「 」の引用は総会

報告からのものである。

最後に、現会長の梅垣健三先生には５年間、協

議会運営にご尽力頂き、個人的にも暖かい指導や

助言を頂いた。また、役員や会員の方々には１５年

間、多大な働きや協力を頂いた。さらに会員外の

多くの関係者の方々にも、様々な援助と理解を頂

いた。ここに改めて感謝致します。

－１６－



附 録 （１）

近 畿 病 院 図 書 室 協 議 会
心 ．
３π

第１条 （ 名称 ）

本会は近畿病院図書室協議会（ 病図協と略

称 ）という。（ 以下本会という）

第２条 （ 目的 ）

本会は会員相互の緊密な連絡と協力により

病院図書室の充実、および医療情報活動に貢

献することを目的とする。

第３条 （ 組織 ）

本会は、第２条の目的に賛同する病院図書

室をもって組織する。

第４条 （ 事業 ）

本会は会の目的を達成するために、次の事

業を行う。

１ 図書室職員の研究・研修・講演会等。

２ 雑誌所在目録の編集と発行。

３ 会報の発行。

４ 文献の相互貸借。

５ その他必要と認められる諸事業。

第５条 （ 入会および退会 ）

本会に入会を希望するところは別に定める

資格を必要とする。

退会を希望する場合は、その旨の届出を必

要とする。

入会に際しては、入会金を徴収する。

第６条 （ 義務 ）

本会の会員は次に定める義務を負う。

１ 会費の納入（ 会費は年額 円と

する）。

２ 総会への出席。

３ その他、本会が定めた事業への協力、参

加。

第７条 （ 役員 ）

本会には次の役員をおく。

会 長 １ 名

事務局長 若干名

幹 事 若干名

監 査 ２ 名

会長、事務局長は役員会で選出し、総会に

おいて会員の承認を得なければならない。

第８条 （ 会議 ）

総会は年一回開き、本会の最高議決機関と

し、活動方針、予算・決算の承認、役員の選

－１７－

則

出、会則の変更を行う。臨時総会は必要に応

じて随時会長が招集する。

２ 役員会

役員病院の管理者および図書室担当者で組

織し、会の主要事項を審議する。

３ 幹事会

幹事病院の図書室担当者と事務局長で組織

し、会の運営に当る。

第９条 （ 会計 ）

本会の経費は、会費・賛助金・寄附金・入

会金・事業収入をもって充てる。

会計監査は会員の中から監査員を選出し、

総会において会員の承認をえなければならな

い。

第１０条 （ 事務局 ）

本会の事務局は 病院図書室におく。

第１１条 （ 改訂および変更 ）

本会の会則の改訂および変更は、総会にお

いて決定する。

第１２条 本会は賛助会員をおくことができる。

〔付則 〕

１ 本会の役員任期・会計年度は総会より次期総

会までとする。

２ 本会則は１９７４年１１月１６日から実施する。

３ 本会則に定めていない事項については内規で

定める。

４ 本会則は１９７５年１１月２９日改正施行する。

５ 本会則は１９７８年３月３０日改正施行する。

６ 本会則は１９７９年３月２４日改正施行する。

７ 本会則は１９８４年３月２４日改正施行する。

（ 内規 ）

１ 入会の資格

この会に入会を希望するところは、次の資格

を必要とする。

①

②

③

④

図書室があること（ 併設も可 ）。

司書および図書室業務を担当する者がいる

こと。（ 兼任も可 ）

将来、図書室を設置する予定のあること。

その他の医療関連機関の入会を拒まない。
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附 録 （２）

選挙管理委員
一
会 計 監 査

運
営
・
執
行
機
関

決
定

・
審
議
機
関

近 畿 病 院 図 書 室 協 議 会 組 織構 成

会長、事務局長

幹事（ 管理者・担当者 ）

こ い 」－

事務局長、総務、会計

会報・会誌編集部

”
部長、部員

百万 ］

幹 事 会

事務局長、幹事（ 担当者 ）

呻 修 剔

部長、部員

統計調査部
一

部長、部員

会員委託

－－ サービス・センター

実務研修病院（ ５機関 ）

ＢＬＬＤセンター（ 星ケ丘 ）

総合目録調査センター（ 住友・京都南 ）

協議会資料センター（ 行岡 ）

規格用紙サービスセンター（ 京都南 ）

コンピュータ・ファイル管理センター（ 大阪回生 ）
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附録 （３）
近 畿 病 院 図 書 室 協 議 会１５年 間 の 会 計 の 推 移

昭和４９年度 昭和５１年度 昭和５２年度 昭和５３年度 昭和５４年度 昭和５５年度 昭和５６年度 昭和５７年度 昭和５８年度 昭和５９年度 昭和６０年度 昭和６１年度 昭和６２年度 昭和６３年度

総 会 費

事 務 費

通 信 費

交 通 費

会報発行費

研 修 会 費

事 業 費

賢 料 費

雑 費

１１，０９０

２７，１７５

１５２．７７０

７４．９６５

１４５２０

６．７００

２０，９８０

１８，１７８

１６．７２０

１６２，９１０

１５，０４０

６２，６９０

１５．６２０

１１，７８０

２３．４９０

１３０，６９０

２０，３９０

４６．１２０

２４β６０

１１５５０

２７，４８０

１９３．１２５

２０，８００

８１０

３６，０６０

３４２５０

２５，６９０

２２，９５０

３４０．９６０

１３５．９００

５，０００

１４．７８５

８０，９２０

３４，０９０

３７，９１０

２２７，９３５

３７０．１００

２６，３００

１０，９００

２６．９２０

１３，６１０

２３^３０

３６５２８０

１３３，０２７

２３５２０

８８．８６５

３２，４２０

２卵８０

５４０，３５０

５６，９００

４９５７４

４９，０１５

３０，０００

１９，１１０

２６，５９０

６６，３７０

３６，６５０

３６６，０１５

６４．６６０

４０．８５０

６５．９００

２４．７３６

９１，８００

３２．０６０

５０，９４０

１７１．６５０

２７，７３０

４５８^７０

２０，７００

６２４５３７

４７．８２０

５１５７０

４３，６１０

５５，６３０

８１３，１９０

３０，０００

１０５５２０

５１２５０

７，８５０

４７．４１０

４５，７０５

２５．７１０

８８，４７０

４１８．４７０

６５．６３０

３５６，１６６

３５．３００

２２，５７０

５９，３５０

５３，８２５

５７．１００

７６，７４０

１５６．７９０

１１８２１０

４１１２４０

４９２２０

１１．９１０

４４，８８０

５９，６５０

５５，８７０

９０，４７０

５４６，７５０

１２２，４００

１１７．７２０

２３．４００

１０．９１０

支 出 合 計

繰 越 金

収 入

年 会 費

備 考

２８７２２０

２．５２０

２８９．７４０

＠ ２．０００

会計年度

Ｓ４９．１１

～Ｓ５０．１１

２３３，８２８

５５６

２３４β８４

＠ ４．０００

会計年度

Ｓ５０．１２

～Ｓ５２．３

２６４，６６０

３２．０５４

２９６，７１４

＠ ５，０００

会計年度

Ｓ５３．４～

Ｓ５４．３

以降

４月３月

３２４２４５

５６．２８９

３８０５３４

＠ ７，０００

６００，８１０

１２３，６０５

７２４．４１５

＠１０．０００

７９２．０４０

△４６，１８８

７４５，８５２

＠ １０，０００

５７２．９６７

１９９，８３５

７７２，８０２

＠ １０．０００

８９５５２４

２４５．９５６

１，１４１．４８０

＠１０．０００

６８６．１４５

２３３．６６９

９１９，８１４

＠ １０，０００

１．５０２．８２３

６６５，６３０

２．１６８，４５３

＠１０．０００

創立ｌｏ周年

記念事業他

１，１５６，６３０

３０６，８８７

１５１３，３２７

＠ １０．０００

１１０５，４３１

４２９，９１７

１５３５，３４８

＠１５．０００

９９４３８５

１．００２．４４５

１，９９６，８３０

＠１５，０００

１．０７２．０５０

Ｕ００２５９

２，３７２．３０９

＠ １５，０００




